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国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
骨
太
の
方
針
２
０
１
７　
閣
議
決
定

６
月
９
日　
政
府
は
「
経
済
財
政
運
営
の
基

本
方
針
（
骨
太
の
方
針
２
０
１
７
）」
を
閣
議

決
定
し
た
。

介
護
関
連
で
は
科
学
的
介
護
や
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
、
自
立
支
援
に
結
果
を
出
し
た
事

業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。

◎
通
常
国
会
が
閉
会

　
　
　
改
正
介
護
保
険
法
な
ど
成
立

６
月
18
日　

第
１
９
３
回
通
常
国
会
が
閉
会

し
た
。
成
立
し
た
法
律
は
①
改
正
介
護
保
険
法

等
（
一
部
３
割
負
担
な
ど
）
②
改
正
民
法
（
契

約
ル
ー
ル
）
③
天
皇
退
位
特
例
法
（
天
皇
１
代

限
り
の
退
位
容
認
）
④
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法

（
共
謀
罪
に
テ
ロ
等
準
備
罪
を
新
設
）
─
な
ど
。

会
員
拡
大
と
研
修
拡
充

赤
枝
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
30
年
度
同
時
改

定
（
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬
改
定
）
が
迫
っ

て
お
り
、
推
進
協
の
活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議

員
連
盟
と
の
連
携
を
強
め
る
一
方
、
国
会
や
政
府

に
働
き
掛
け
、
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
を
実

現
さ
せ
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
28
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

29
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
、
役
員
改
選

案
、
定
款
・
会
則
・
運
営
細
則
の
各
変
更
案
な
ど

全
８
議
案
を
承
認
し
た
。

事
業
計
画
に
よ
る
と
、
推
進
協
の
活
動
を
強

化
す
る
と
と
も
に
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
た

め
今
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
中
期
活
動
計
画
」

（
５
か
年
計
画
）
を
策
定
し
、
会
員
の
拡
大
や
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
の
拡
充
な
ど
を
目
指
す
。

役
員
改
選
で
は
、
新
理
事
に
柿
本
貴
之
氏
（
大

分
支
部
、
暘
谷
福
祉
会
常
任
理
事
）
と
功
刀
融
氏

（
山
梨
支
部
、
芳
寿
会
理
事
長
）
の
２
人
が
就
任

（１）
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　　　　30 年度介護報酬をめぐる論議
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　　　　副会長就任挨拶
　　　　会員施設訪問
　　　　支部だより【沖縄・千葉】
　　　　新規入会施設のご紹介
　3 面　 施設紹介 【知花の里】沖縄県
　　　　取組紹介【玄海園】佐賀県
　　　　取組紹介【しらとり】茨城県
　　　　【連載】尊厳を守るケアの実践
　4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　　用語解説【レスパイト】

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
６
月

15
日
、
東
京
・
蒲
田
の
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
第
12
回
社

員
総
会
を
開
き
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
や
役
員
改
選
案
な
ど
８
議
案
を
承
認
し

た
。
中
期
活
動
計
画
（
29
～
33
年
度
）
を
策
定
し
、
社
会
情
勢
や
制
度
改
革
、
介
護

報
酬
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
健
全
な
発
展
や
科
学

的
に
裏
付
け
ら
れ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
を
提
供
す
る=

２
面
に
講
演
・
骨
子
を
掲
載
。

30
年
度
報
酬
改
定
を
視
野
に
組
織
力
強
化

中
期
活
動
計
画
（
５
か
年
計
画
）
を
策
定

推
進
協
第
12
回
社
員
総
会
を
開
催

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
五
里
霧
中

し
た
。賠

償
責
任
保
険
を
検
討
へ

第
８
号
議
案
（
そ
の
他
）
と
し
て
田
伏
清
・

全
国
支
部
長
会
代
表
か
ら
「
社
会
福
祉
法
人
役
員

向
け
の
団
体
保
険
の
加
入
を
検
討
し
た
ら
ど
う

か
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保

険
が
社
福
向
け
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
を
説

明
し
た
。
社
会
福
祉
法
改
正
で
理
事
、
監
事
、
評

議
員
な
ど
の
責
任
が
明
文
化
さ
れ
、
損
害
賠
償
請

求
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
保

険
の
範
囲
や
内
容
な
ど
を
検
討
し
、
結
論
を
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。

″
介
護
の
質
″
向
上
を

報
告
事
項
で
は
①
総
務
企
画
・
広
報
委
員
会

（
栗
野
裕
治
委
員
長
）、
介
護
保
険
委
員
会
（
藤
村

二
朗
委
員
長
）、
研
修
委
員
会
（
井
手
明
利
委
員

長
）
の
各
委
員
と
支
部
長
（
30
名
）
②
新
規
入
会

施
設
（
11
施
設
）
③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得

の
進
捗
状
況
─
の
３
点
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
第
10
回
全
国
研
修
大
会
i
n
新
潟

２
０
１
６
（
28
年
11
月
開
催
）
に
尽
力
し
た
新
潟

支
部
会
員
に
対
し
、
赤
枝
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。
第
11
回
大
会
は
10
月
11
～
12
日
、
岐
阜

市
で
開
催
さ
れ
る
。
閉
会
の
辞
で
野
邊
正
凉
副
会

長
は
「
介
護
報
酬
改
定
の
行
方
と
〝
介
護
の
質
〟

の
向
上
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
推
進
協
と
し
て
活

動
の
強
化
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
拡
充
が
極
め

て
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

Ｗ
Ａ
М
委
託
に
変
更 

経
営
実
調

平
成
29
年
度
執
行
委
員
会

社
員
総
会
に
先
立
ち
、
執
行
委
員
会
が
開
か

れ
、
28
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
や
委
員
会

ウ
の
目
タ
カ
の
目

○
…
「
自
民
党
と
の
徹
底
し
た
議
論
が
不
足

し
て
い
た
と
痛
感
し
て
い
る
」。
会
期
末
が
近

い
６
月
16
日
、
塩
崎
恭
久
厚
労
相
は
飲
食
店
で

の
全
面
禁
煙
を
目
指
す
「
受
動
喫
煙
対
策
法
案
」

（
正
式
に
は
健
康
増
進
法
改
正
案
）
の
国
会
提

出
を
見
送
る
こ
と
を
表
明
し
た
。〝
た
ば
こ
議

員
〟
の
激
し
い
抵
抗
に
遭
っ
た
た
め
だ
。

○
…
「
予
想
通
り
」
と
ベ
テ
ラ
ン
政
治
部
記

者
が
切
り
捨
て
た
。
自
民
党
の
た
ば
こ
議
員
連

盟
は
ざ
っ
と
２
８
０
人
、
自
民
党
現
職
議
員
の

約
７
割
を
占
め
る
。
バ
ッ
ク
に
は
全
国
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
連
合
会
や
全
国
た
ば
こ
耕
作
組

合
中
央
会
な
ど
の
支
援
団
体
が
い
る
。
地
域
の

有
力
者
が
多
く
、
政
治
力
は
日
本
医
師
会
に
匹

敵
す
る
と
い
う
。
た
ば
こ
関
連
税
収
２
兆
円
も

無
視
で
き
な
い
。

○
…
「
た
ば
こ
の
健
康
被
害
が
医
学
的
に
立

証
さ
れ
、
し
か
も
日
本
人
の
喫
煙
率
は
２
割
弱

に
過
ぎ
な
い
の
に
」
と
若
い
社
会
部
記
者
は
憤

る
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
受
動
喫
煙

防
止
対
策
は
世
界
最
低
レ
ベ

ル
。
受
動
喫
煙
が
な
け
れ
ば
年

間
１
万
５
千
人
が
死
な
ず
に
す

ん
だ
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

議
論
は
第
２
ラ
ウ
ン
ド
に
持
ち

越
さ
れ
た
が
、
五
里
霧
中
の
情

勢
は
変
わ
ら
な
い
。（
楢
）

第 12 回社員総会

人
事
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
進
捗
状
況
（
以
上
、

報
告
事
項
）、賛
助
会
員
制
度
導
入
（
協
議
事
項
）、

経
営
実
態
調
査
の
在
り
方
、
社
会
福
祉
法
人
改
革

に
伴
う
役
員
の
団
体
保
険
加
入
（
審
議
事
項
）
を

議
論
し
、
理
事
会
へ
報
告
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

経
営
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
推
進
協
独
自
の

調
査
か
ら
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
М
）
の
簡
易
経

営
診
断
に
切
り
替
え
る
。
賛
助
会
員
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
は
取
り
巻
く
状
況
に
考
慮
し
な
が
ら
内

容
を
詰
め
る
。

訪
問
リ
ハ
、
口
腔
な
ど
を
議
論

　
第
１
４
０
回
介
護
給
付
費
分
科
会

６
月
７
日　

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
①
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
②
居
宅
療
養
管
理
指
導
③
口

腔
・
栄
養
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
厚
労
省
は
①
退

院
後
の
早
期
リ
ハ
や
医
師
の
関
与
②
医
療
保
険
の

「
在
宅
時
医
療
総
合
管
理
料
」
と
の
整
合
性
③
介

護
保
険
施
設
の
口
腔
衛
生
管
理
を
進
め
る
た
め
歯

科
医
や
歯
科
衛
生
士
の
活
用
や
栄
養
管
理
を
ど
う

考
え
る
か
─
な
ど
を
論
点
に
挙
げ
た
。

委
員
か
ら
①
「
成
果
に
よ
っ
て
報
酬
に
メ
リ
ハ
リ

が
必
要
だ
」「
退
院
後
の
早
期
リ
ハ
が
重
要
」③「
加

算
を
考
え
て
も
よ
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

第
７
期
事
業
計
画
の
基
本
指
針

　
第
71
回
介
護
保
険
部
会

６
月
21
日　

厚
労
省
が
示
し
た
第
７
期
介
護
保
険

事
業
（
支
援
）
計
画
（
30
年
度
～
32
年
度
）
の
基

本
方
針
案
を
了
承
し
た
。
改
正
介
護
保
険
法
の
成

立
な
ど
を
受
け
て
都
道
府
県
や
市
町
村
が
策
定
す

る
事
業
計
画
（
支
援
計
画
）
の
考
え
方
な
ど
が
一

部
変
更
・
追
加
さ
れ
た
。

総
会
８
議
案
を
了
承

29
年
度
第
１
回
理
事
会

続
い
て
理
事
会
が
開
か
れ
、
社
員
総
会
に
提

出
す
る
議
案
や
協
議
事
項
、
報
告
事
項
に
つ
い
て

議
論
し
、
総
会
に
提
出
す
る
８
議
案
な
ど
を
了
承

し
た
。
29
年
度
全
国
研
修
大
会
（
岐
阜
大
会
、
10

月
11
日
～
12
日
）
は
６
０
０
人
程
度
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
。

第 1 回理事会

執行委員会

シ
ョ
ー
ト
、
通
所
リ
ハ
な
ど
を
議
論

　
第
１
４
１
回
介
護
給
付
費
分
科
会

６
月
21
日　

①
福
祉
用
具
貸
与
②
短
期
入
所
生
活

介
護
③
短
期
入
所
療
養
介
護
④
通
所
介
護
⑤
療
養

通
所
介
護
⑥
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
厚
労
省
は
論
点
と
し
て
①
貸
与
価

格
の
上
限
設
定
の
留
意
点
②
特
養
な
ど
と
の
併
設

③
老
健
や
有
料
診
療
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
関
わ
り
方

④
社
会
的
孤
立
の
解
消
や
家
族
支
援
、
仕
事
と
介

護
の
両
立
、
通
所
リ
ハ
と
の
役
割
分
担
な
ど
⑤
重

度
要
介
護
者
ら
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
⑥
８
時
間
以

上
サ
ー
ビ
ス
の
位
置
付
け
、
退
院
後
の
早
期
リ
ハ

の
必
要
性
、医
療
リ
ハ
か
ら
介
護
リ
ハ
へ
の
移
行
、

社
会
参
加
、
計
画
書
等
の
デ
ー
タ
分
析
や
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
考
え
る
か
─
な
ど

を
挙
げ
た
。

委
員
か
ら
①
「
上
限
設
定
が
価
格
の
高
止
ま
り

に
繋
が
る
恐
れ
も
あ
る
」
②
「
従
来
型
個
室
と
多

床
室
の
報
酬
が
逆
転
し
て
い
る
」
④
「
夜
間
延
長

に
は
人
材
確
保
が
前
提
だ
」
⑥
「
通
所
介
護
と
の

役
割
分
担
は
必
要
」「
家
族
支
援
の
レ
ス
パ
イ
ト

な
ど
介
護
の
質
を
も
っ
と
議
論
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

30
年
度
介
護
報
酬
を
め
ぐ
る
論
議
（
報
告
）
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会
代
表
も
そ
の
ま
ま
継
続
さ
せ
て
頂
く
事
に
成

り
ま
し
た
。

 

同
じ
副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
安
江
理

事
長
様
に
は
全
国
支
部
会
の
代
表
と
副
代
表
と

の
役
割
に
て 

文
字
通
り
二
人
三
脚
で
長
年
の

間
お
助
け
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
、
赤
枝
会
長
を
中
心
に 

一
歩
一
歩
、

築
き
上
げ
て
こ
こ
ま
で
来
た
組
織
を
会
員
皆
様

と
一
緒
に
前
進
さ
せ
て
行
く
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
す
が
に
還
暦
を
超
え
て
参
り
ま
す
と
、

施
設
職
員
メ
ン
バ
ー
と
の
間
よ
り
利
用
者
の
皆

様
と
の
距
離
の
方
が
圧
倒
的
に
近
い
訳
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
る
の
は

無
理
で
す
が
、
心
意
気
だ
け
は
全
日
本
代
表
選

手
の
気
分
で
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

安
江
紀
子
氏

　
幸
紀
会

　
理
事
長

あ
の
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
で
の
発
足
の
日
か

ら
、
赤
枝
会
長
御
夫
妻
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
お
支
え
い
た
だ
き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と

の
出
来
ま
し
た
推
進
協
議
会
で
す
が
、
こ
の
中

に
あ
っ
て
私
自
身
、
何
の
御
恩
に
お
報
い
す
る

手
だ
て
も
な
く
、
ご
迷
惑
の
み
お
か
け
い
た
し

て
参
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
全
国
研
修
大
会
i
n
岐
阜

２
０
１
７
（
10
月
11
～
12
日
）
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
思
い
が
け
な
い
お
役

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
「
到
底
私
ご
と
き
の
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
幕
で
は
な
い
」
と
大
き
な
た
め
ら
い
を
感
じ

ま
し
た
が
、〝
次
世
代
の
女
性
役
職
者
へ
の
引

継
ぎ
役
と
し
て
〟
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
少
し

気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
推
進
協
議
会

員
の
一
人
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
御
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

ま
す
。

田
伏
清
氏

 

バ
ル
ツ
ァ
事
業
会

　
理
事
長

今
期
の
新
体
制
よ
り
副
会
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
や
り
掛
け
の
全
国
支
部
長

６
月
22
日
、
沖
縄
支
部
（
上
里
絹
代
支
部

長
）
は
、
東
雲
の
丘
（
石
島
薫
施
設
長
）
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
推
進
す
る
施
設
の
多
職
種
向
け

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催
し
、
13
施
設
53
名

が
参
加
し
た
。

前
黒
島
智
司
氏
（
東
雲
の
丘
・
介
護
サ
ポ
ー

ト
次
長
）
が
「
重
度
の
入
居
者
に
支
援
す
る
個

別
ケ
ア
（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
考
え
方
）」
に
つ

い
て
、
上
里
支
部
長
（
東
雲
の
丘
・
研
修
部
長
）

が
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
展
開
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
「
①

人
事
考
課
②
職
場
づ
く
り
③
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
開
催
方
法
、
時
間
帯
④
職
員
間
の
申
し
送
り

を
う
ま
く
全
員
に
伝
達
す
る
方
法
」
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

６
月
29
日
、千
葉
支
部
（
濱
野
直
紀
支
部
長
）

は
、
さ
つ
ま
の
里
（
濱
野
直
紀
施
設
長
）
で
、

平
成
29
年
度
千
葉
支
部
総
会
を
開
催
し
、
12
施

設
24
名
が
参
加
し
た
。
総
会
前
に
、
ラ
ン
チ
座

談
会
で
施
設
間
の
交
流
を
図
り
、
そ
の
後
さ

つ
ま
の
里
の
施
設
見
学
を
行
っ
た
。

総
会
で
は
、
28
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

報
告
を
行
い
、
支
部
会
則
の
改
正
を
承
認
し

た
。ま

た
、
29
年
度
の
支
部
研
修
委
員
の
委
員

長
と
し
て
星
山
直
子
氏
（
さ
つ
ま
の
里
）、
副

委
員
長
と
し
て
加
藤
修
二
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
茂
原
）
と
野
口
裕
二
氏
（
千
の
風
・
清
澄
）

を
選
任
し
た
。

29
年
度
千
葉
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
は
30
年

2
月
に
開
催
し
、

会
員
施
設
の
事
例

発
表
会
を
行
う
予

定
。
企
画
準
備
は

研
修
委
員
を
中
心

に
W
E
B
会
議

で
進
め
る
こ
と
に

決
め
た
。

６
月
23
日
、
井
手
明
利
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
推
進
事
業
室
室
長
は
、
第
11
回
全
国
研
修
大

会
ｉ
ｎ
岐
阜
２
０
１
７
の
第
9
回
実
行
委
員
会

に
出
席
す
る
た
め
、
実
行
委
員
長
で
岐
阜
支
部

の
燦
燦
（
加
藤
洋
治
施
設
長
）
を
訪
問
し
た
。

実
行
委
員
会
に
は
、
19
施
設
25
名
と
事
務

局
本
部
2
名
、
日
通
旅
行
岐
阜
旅
行
セ
ン
タ
ー

2
名
が
参
加
し
た
。

安
江
紀
子
大
会
長
と
井
手
室
長
が
挨
拶
し

６
月
23
日
、
井
手
明
利
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

推
進
事
業
室
室
長
は
、
岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町

に
あ
る
会
員
施
設
の
岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
を
訪

問
し
た
。
近
石
千
恵
美
施
設
長
と
吉
田
昌
孝
介

護
主
任
と
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
近
石
施
設
長
は
「
年
々
新
た
な
行
事
も
加

わ
り
忙
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
か
な
る
時

も
〝
和
顔
愛
語
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
穏
や
か
で
和

を
大
切
に
す
る
風
土
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
語
っ
た
。

推
進
協
は
平
成
28
年
度
か
ら
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
6
月
28
日
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
付
与
適
格
が
決
定
し
ま
し
た
。

5
月
に
改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ

れ
、
ま
す
ま
す
個
人
情
報
保
護
に
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
、
会
員
の

皆
様
や
研
修
受
講
者
の
皆
様
の
個
人
情
報
を
適

切
に
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
事
務
局
）

副
会
長　

就
任
挨
拶

　
理
事
会
で
３
名
が
新
副
会
長
と
し
て

6
月
15
日
付
で
選
任
さ
れ
た
（
敬
称
略
・

五
十
音
順
）。そ
の
結
果
、副
会
長
は
6
名
。

栗
野
裕
治
氏

　
八
生
会

　
理
事
長

当
協
議
会
は
特
養
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
中
心

に
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
、
12
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
制
度
、

報
酬
改
定
等
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
要
望
を
行

い
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

特
養
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
は
ハ
ー
ド
面
の
良
さ
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
で
生
活
さ
れ
て
い
る
ご
利
用

者
や
ご
家
族
に
と
り
ま
し
て
も
安
心
安
全
で
最

良
な
施
設
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

施
設
か
ら
在
宅
へ
の
政
策
が
進
む
中
で
、
10

年
後
20
年
後
も
特
養
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の

必
要
性
、
重
要
性
が
あ
り
、
そ
の
期
待
に
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
介
護
現
場
か
ら
の
声
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
当
協
議
会
の
発
展
と
副
会
長
と
し
て

の
職
責
を
全
力
で
果
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

（２）

☆
会
員
施
設
訪
問
☆

尊
厳
を
守
る
ケ
ア
の
実
践

【
連
載
】
第
3
回

沖
縄
支
部

千
葉
支
部

　
燦
燦
（
さ
ん
さ
ん
）

岐
南
仙
寿
う
れ
し
野

29
年
度
沖
縄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催

29
年
度
千
葉
支
部
総
会
開
催

支
部
便
り

第
12
回
社
員
総
会
・
講
演
（
骨
子
）

医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
重
視

内
山
徹
氏

（
厚
労
省
高
齢
者
支
援
課
・
課
長
補
佐
）

テ
ー
マ
は
「
介
護
保
険
制
度
改
正
・
報
酬
改

定
に
向
け
た
動
向
に
つ
い
て
」。
成
立
し
た
改

正
介
護
保
険
法
に
は
５
本
の
柱
（
保
険
者
機
能

強
化
や
３
割
負
担
導
入
、
総
報
酬
割
の
導
入
な

ど
）
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て

厚
労
省
は
検
討
事
項
と
し
て
特
養
の
医
療
ニ
ー

ズ
や
看
取
り
へ
の
対
応
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

外
国
人
実
習
生
受
け
入
れ
を

　
　
須
田
雅
人
氏

　
　
（
赤
枝
病
院
・
病
院
長
）

テ
ー
マ
は
「
ベ
ト
ナ
ム
看
護
師
を
介
護
福
祉

士
に
！
」。
外
国
人
技
能
研
修
制
度
の
見
直
し

で
今
年
11
月
１
日
、
介
護
職
が
解
禁
さ
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
看
護
師
は
勤
労
意
欲
が
高
く
、
宗
教

の
壁
も
な
く
、
日
本
の
介
護
福
祉
士
に
適
し
て

い
る
。
送
り
出
し
・
受
入
れ
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
で
拓
く

　
　

山
下
俊
紀
氏

（
さ
が
み
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

　
　
　
　
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

介
護
・
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
の
問
題
点
と
し
て
安

全
性
の
担
保
や
廉
価
な
価
格
設
定
、
開
発
者
と

ユ
ー
ザ
へ
の
ギ
ャ
ッ
プ
─
な
ど
が
あ
る
。
鉄
則

は
安
価
で
最
少
の
手
間
だ
。
開
発
現
場
で
は
簡

単
で
安
い
も
の
を
作
り
出
す
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

改正介護保険法を
説明する 内山補佐外国人雇用について

話す 須田病院長
介護ロボットに

ついて語る 山下所長

第 12回社員総会・議案一覧
【第１号議案】　28 年度事業報告及び決算報告

【第２号議案】　29 年度事業計画及び収支予算案

【第３号議案】　役員改選ついて

【第４号議案】　定款変更について（現状に対応）

【第５号議案】　理事及び監事の報酬等

【第６号議案】　会則変更について

【第７号議案】　運営細則案について

【第８号議案】　その他（団体保険加入について）

◆
（
特
養
） 

倶く
ゆ
う有

支
部
名　

北
海
道
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 

函は
こ
だ
て
た
い
こ
う
か
い

館
大
庚
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

今  

均

施
設
代
表
者　

施
設
長　

三
谷 

真
理

住
所   

〒
０
４
０
ー
０
０
３
５

　

北
海
道
函
館
市
松
風
町
19
ー
18

電
話　

０
１
３
８
（
２
４
）
２
２
５
５

◆
（
特
養
）
馬ま
む
ろ室
た
ん
ぽ
ぽ
翔
裕
園

支
部
名　

埼
玉
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 

元
気
村

法
人
代
表
者　

理
事
長　

神
成 

裕
介

 

施
設
代
表
者　

施
設
長　

赤
坂 

弘
美

住
所   

〒
3
6
5
ー
０
０
４
３

　

埼
玉
県
鴻
巣
市
原
馬
室
３
３
５
番

電
話　

０
４
８
（
５
４
１
）
４
１
４
８

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
！

井手室長と近石施設長

井手室長と安江理事長沖縄支部ネットワーク会

千葉支部総会
第 11 回全国研修大会

第 9 回実行委員会

た
後
、
後
藤
喜
代
司
氏
（
燦
燦
事
務
局
長
）
が

広
告
・
協
賛
金
や
展
示
ブ
ー
ス
な
ど
の
申
し
込

み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、「
協
賛
金
に
つ
い

て
は
今
後
も
引
き
続
き
集
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

そ
の
後
、
加
藤
実
行
委
員
長
が
大
会
当
日

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
分
担
ご
と

に
打
合
せ
を
行
っ
た
。
参
加
申
し
込
み
は
、
日

通
旅
行
岐
阜
旅
行
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
F
A
X
で
7
月
上
旬
か
ら

受
け
付
け
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。



2017 年 7 月 15 日発行　第 125 号

介護記録は永遠のテーマですね。昨年度からシステムの検討と合わせ、本腰を入れて記
録のマニュアルプロジェクトチームが法人を挙げて立ち上げられました。
今は iPad 操作も慣れたものです。世の中にスマートフォンが普及していて良かった。
空いた時間でユニットの入居者さんと一緒にティータイムなんかもできちゃいます。
法人内でも水平展開実施中！（介護課主任：松本愛）

【
施
設
の
紹
介
】

知
花
の
里
は
２
０
１
５
年
5
月

に
開
設
し
、
今
年
で
3
年
目
を
迎

え
ま
す
。施
設
は
沖
縄
市
の
北
側
、

沖
縄
北
I
C
か
ら
5
分
ほ
ど
南

下
し
た
知
花
地
区
に
あ
り
ま
す
。

緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
閑
静

な
高
台
か
ら
は
、
知
花
の
集
落
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
盆
に
な
る
と
「
エ
イ
サ
ー
」

の
太
鼓
や
サ
ン
シ
ン
、
パ
ー
ラ
ン

ク
ー
の
音
が
聞
こ
え
、
ま
た
、
豊

作
を
祝
う
女
性
の
み
で
踊
ら
れ
る

集
団
舞
踊
「
ウ
シ
デ
ー
ク
」
な
ど

伝
統
芸
能
も
盛
ん
で
す
。

【
な
ん
く
る
会
】

知
花
の
里
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
す
る
「
な
ん
く
る
会
」
と
い

う
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

2
月
に
は
週
末
に
各
ユ
ニ
ッ
ト

で
行
わ
れ
る
「
成
年
祝
い
」
用
の

盛
り
花
を
作
り
ま
し
た
。「
や
っ

た
こ
と
な
い
さ
ー
」
と
不
安
そ
う

な
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
表
情

は
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
、
笑
顔

に
変
わ
り
ま
し
た
。
作
品
の
見
事

な
出
来
栄
え
に
職
員
も
歓
声
を
上

げ
る
ほ
ど
で
し
た
。

【
毎
月
恒
例
の
創
作
活
動
】

毎
月
、
手
工
芸
が
お
好
き
な
入

居
者
様
と
一
緒
に
創
作
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
5
月
は
「
空
高
く
泳

ぐ
こ
い
の
ぼ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

６
月
は
「
梅
雨
の
な
か
の
あ
じ
さ

い
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
作
り
ま

し
た
。

【
に
じ
畑
】

今
年
も
ま
た
、菜
園
「
に
じ
畑
」

の
ゴ
ー
ヤ
ー
や
ト
マ
ト
、
パ
パ
イ

ヤ
の
実
が
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。

3
月
に
は
ト
マ
ト
を
使
っ
て
、

ユ
ニ
ッ
ト
で
ピ
ザ
作
り
を
し
ま
し

た
。
男
性
入
居
者
様
も
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ピ
ザ
生
地

を
力
強
く
捏
ね
た
り
、
空
き
瓶
を

利
用
し
て
生
地
を
伸
ば
し
て
く
れ

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ピ
ザ
は

み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
外
出
支
援
】

個
人
の
想
い
を
大
切
に
し
た
外

出
を
計
画
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

デ
パ
ー
ト
の
化
粧
品
コ
ー
ナ
ー
へ

出
か
け
た
り
、
魚
釣
り
に
出
か
け

た
り
と
入
居
者
様
が
や
り
た
い
こ

と
、
行
き
た
い
所
を
聞
き
、
集
団

で
は
な
く
個
別
の
外
出
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

【
上
田
美
智
子
施
設
長
か
ら
】

畑
を
耕
す
こ
と
は
難
し
く
て

も
、
車
椅
子
か
ら
の
水
遣
り
や
、

日
に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
野

菜
を
楽
し
そ
う
に
眺
め
る
と
き
の

入
居
者
様
の
表
情
は
、
穏
や
か
で

幸
せ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

施
設
で
の
夏
祭
り
や
敬
老
会

は
、
入
居
者
様
の
ご
家
族
に
よ
る

サ
ン
シ
ン
演
奏
で
の
カ
チ
ャ
ー

シ
ー
や
知
花
地
区
青
年
会
に
よ
る

エ
イ
サ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々

と
協
力
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
暮
ら

し
や
す
く
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
な
が
ら
、
入
居
者

様
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（3）

沖縄県

〒 904-2143 沖縄県知花 5-23-16　TEL：098-923-5020　FAX：098-923-5021
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～地域づくりに貢献し、生きがいを持って暮らせる施設を目指して～

社会福祉法人　沖縄にじの会
特別養護老人ホーム 知花の里

開設 10周年を迎えた今年の4月、玄海園では介護ソフト
を新しいものに切り替えました。
全ユニットに iPadが配られると職員の目は…（点）状態。
iPad ？クラウド？？アイコンって何？？？ IT 化の壁が高く
立ちはだかったのですが、何度も研修し、失敗しながら皆で
勉強しました。システム変更の決め手は何と言っても「記録」。
タイムリーに記録を入力する事で、パソコンにかじりつく時
間を省略しようと努力の真っ最中です。

当法人には特別養護老人ホームの他にデイサービスとショー
トステイの事業所があります。その３つの事業所合同で毎年６
月に運動会を行なっています。それが題名になっている「まご
ころまつり」です。
この行事は今年で７回目を迎えました。参加人数は特養入居
者約７０名、デイサービスのお客様約１００名、ショートステ
イのお客様３５名、これに職員やボランティアの方々を加えて
総勢約３６０人が参加されました。
赤、青、黄、白の４チームに分かれ、優勝を目指し５つの競
技を行います。中には職員とボランティアの方々だけの綱引き
や４チーム一同に参加するお手玉を投げ入れる競技などがあり、
毎年入居者の方々やお客様の方々に喜んで頂いております。
機会があればぜひ遊びに来てください！（介護課長：吉田斉）

社会福祉法人 征峰会
しらとり（茨城県）

施設長：塙律雄

社会福祉法人　天寿会
玄海園（佐賀県）

施設長：古川伸子

　
　
個
別
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

高
齢
者
施
設
で
の
生
活
支
援
は
介
護
保
険
と

と
も
に
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
施
設
は
、
本

人
・
家
族
に
対
し
て
文
書
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

示
し
、
説
明
と
同
意
を
得
た
う
え
で
、
契
約
に

よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
に
向
け
、

高
齢
者
が
た
と
え
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
自
分
の
意
思
で

送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。職

員
は
ど
の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
入
居
者

の
生
活
を
支
援
し
て
い
く
と
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
入
居
者
の
望
む
暮
ら
し
、
自
立
し
た
生
活

を
考
え
た
時
、
毎
日
の
生
活
で
必
要
な
食
事
・

排
泄
・
入
浴
な
ど
の
身
体
的
支
援
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
的
な
支
援
を
含
み
、
入
居
者
の
持
て

る
潜
在
能
力
を
活
か
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
歴
や
人

生
観
、
価
値
観
を
知
り
、
入
居
者
個
々
の
生
活

意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
実
践
に

向
け
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
運
営
基
準
に
は
、

①
意
思
及
び
人
格
を
尊

重
②
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
計
画
に
基
づ

く
③
入
居
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
居
後

の
生
活
が
連
続
④
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
き

自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
と
あ
り
ま
す
。
職

員
が
そ
の
こ
と
を
意
識
し
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
、
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま

す
。介

護
現
場
は
職
員
の
少
な
さ
か
ら
慌
た
だ
し

く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
入
居
者
視
点

を
忘
れ
ず
に
生
活
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事
業
室
室
長  

井
手
明
利
）

尊
厳
を
守
る
ケ
ア
の
実
践

【
連
載
】
第
3
回

子どもたちがすくすく育つことを願って作品作り

「いいにおい」「きれいだね」と
楽しそうに盛り花を作成

化粧品コーナーでお化粧
してもらい一段と素敵に

数年ぶりの魚釣りに大満足
上田施設長

完成した作品は１Ｆエレベータ前に展示

完成した
成年祝い用の盛り花

施設外観

収穫したトマト

空き瓶で生地伸ばし

iPad と「にらめっこ」

現場での研修風景

「記録」の勉強会

みんなでがんばるぞ！ 早く回してね！！ 美味しそうなパンだね！

タイム
リーに

入力

記録の
合理化 3事業

所合同
の運動

会

まごこ
ろまつ

り
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
見
直
し

（
６
月
１
日
）

厚
労
省
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研

修
」
及
び
「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
の
実
施

要
領
を
改
定
し
、
都
道
府
県
な
ど
へ
通
知
し
た
。

30
年
４
月
１
日
施
行
。
新
要
綱
に
よ
る
と
、
原
則

３
日
程
度
の
講
義
及
び
演
習
と
し
、
講
義
の
一
部

を
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
実
施
も
可
能
。
研
修
修

了
６
カ
月
後
、運
営
計
画
の
進
捗
状
況
を
評
価
し
、

都
道
府
県
ま
た
は
研
修
受
諾
団
体
に
報
告
す
る
な

ど
。

■
出
生
数
１
０
０
万
人
割
れ

（
６
月
２
日
）

厚
労
省
の
28
年
度
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
に

よ
る
と
、
出
生
数
は
97
万
６
９
７
９
人
で
、
初

め
て
１
０
０
万
人
を
割
っ
た
。
最
も
出
生
率
の

高
か
っ
た
「
30
代
前
半
」
が
下
落
し
、「
30
代
後

半
か
ら
40
代
前
半
」
が
上
昇
、
晩
産
化
が
続
い

て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
（
概
数
値
）
は
１
・

44
、
前
年
（
確
定
値
）
よ
り
０
・
01
㌽
下
落
。
一

方
、
死
亡
数
は
１
３
０
万
７
７
６
５
人
、
自
然
減

33
万
７
８
６
人
で
と
も
に
過
去
最
多
を
更
新
。

■
訪
問
リ
ハ
、
口
腔
な
ど
を
論
議

(

６
月
７
日)

　
第
１
４
０
回
介
護
給
付
費
分
科
会

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
【
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
】【
居
宅
療
養
管
理
指
導
】【
口
腔
・

栄
養
】
の
在
り
方
と
「
29
年
度
介
護
従
事
者
処
遇

改
善
状
況
等
調
査
」
に
つ
い
て
。
論
点
は
【
訪
問

リ
ハ
】
○
退
院
か
ら
訪
問
リ
ハ
を
利
用
す
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
が
、
ど
ん
な
方
策
が
あ

る
か
。【
居
療
管
】
○
（
集
合
住
宅
な
ど
）
同
一

建
物
の
利
用
を
ど
う
評
価
す
る
か
（
診
療
報
酬
と

の
整
合
性
を
図
る
べ
き
か
）【
栄
養
】
○
算
定
率

が
低
い
「
栄
養
改
善
管
理
加
算
」
の
を
ど
う
考
え

る
か
─
な
ど
が
論
点
。
算
定
が
少
な
い
「
社
会
参

加
支
援
加
算
」
の
見
直
す
意
見
も
出
た
。
処
遇
改

善
状
況
調
査
は
今
年
10
月
実
施
、
来
年
３
月
公
表

の
予
定
。

■
非
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
要
請

(

６
月
７
日)

全
国
市
長
会
議
は
社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能

と
す
る
施
策
を
国
に
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

介
護
関
連
で
は
▽
介
護
保
険
財
源
の
国
庫
負
担
率

引
き
上
げ
▽
調
整
交
付
金
の
本
来
機
能
を
見
失
わ

な
い
見
直
し
▽
介
護
従
事
者
全
体
（
非
介
護
職
員

を
含
む
）
の
処
遇
改
善
─
な
ど
。

■
混
合
介
護
ル
ー
ル
案
後
退

(

６
月
９
日)

政
府
は
「
平
成
29
年
度
の
規
制
改
革
実
施
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
介
護
関
連
で
は
厚
労
省

が
30
年
前
半
（
上
期
）
ま
で
に
混
合
介
護
ル
ー
ル

を
関
係
自
治
体
へ
通
知
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
。
拡
大
に
慎
重
論
な
自
民
党
に
配
慮
し
、
具

体
策
は
見
送
っ
た
。

■
骨
太
の
方
針
を
閣
議
決
定

(

６
月
９
日)

政
府
は
来
年
度
予
算
案
な
ど
に
反
映
さ
せ
る

「
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針

２
０
１
７
）」
と
「
未
来
投
資
戦
略
（
成
長
戦
略
）」

を
閣
議
決
定
し
た
。
６
０
０
兆
円
経
済
と
32
年
度

に
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字
化
の
目
標
を
堅
持
し
、

人
的
投
資
に
重
点
を
置
い
て
「
こ
ど
も
保
険
」
な

ど
を
検
討
す
る
。
介
護
関
連
で
は
介
護
デ
ー
タ
の

見
え
る
化
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
促
進
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。

■
推
進
協　

社
員
総
会
を
開
催

（
６
月
15
日
）

推
進
協
は
第
12
回
社
員
総
会
を
開
き
、
理
事
会

が
提
案
し
た
28
年
度
決
算
や
29
年
度
事
業
計
画
な

ど
８
議
案
を
承
認
し
た
。
今
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
中
期
活
動
５
か
年
計
画
」
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
施
設

の
経
営
安
定
や
〝
介
護
の
質
〟
の
向
上
な
ど
を
目

指
す
。
総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
本
年
度
第
1

回
理
事
会
で
は
経
営
実
態
調
査
の
外
部
委
託
や
賛

助
会
員
制
の
導
入
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
＝
今
月
号

1
面
参
照
。

■
介
護
給
付
費
９
兆
円
台
突
破

（
６
月
20
日
）

厚
労
省
の
「
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
介
護

保
険
事
業
報
告
」
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
給
付
費

は
９
兆
９
７
６
億
円
で
、
前
年
度
比
２
・
２
％
増
。

制
度
開
始
か
ら
初
め
て
９
兆
円
台
を
突
破
し
た
。

１
人
当
た
り
の
給
付
費
は
26
万
９
０
０
０
円
円
で

９
年
ぶ
り
に
減
少
。
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
や

２
割
自
己
負
担
な
ど
が
影
響
し
た
。
特
養
の
１
カ

月
当
た
り
給
付
費
は
24
万
５
０
０
０
円
。
28
年
３

月
末
時
点
の
要
介
護
認
定
者
は
14
万
６
千
人
増

え
、
６
２
０
万
４
０
０
０
人
。
う
ち
要
支
援
１
か

ら
要
介
護
２
の
軽
度
者
が
65
・
２
％
を
占
め
た
。

■
第
７
期
指
針
案
を
提
示

（
６
月
21
日
）

　
　
第
71
回
介
護
保
険
部
会

30
年
度
か
ら
始
ま
る
地
方
自
治
体
の
第
７
期
介

護
保
険
（
支
援
）
事
業
計
画
の
基
本
と
な
る
厚
労

省
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
案
を
大
筋
で
了
承

し
た
。
改
正
介
護
保
険
法
の
成
立
や
政
府
方
針
な

ど
を
受
け
て
新
た
に
「
地
域
共
生
社
会
」
や
「
地

域
ケ
ア
会
議
」「
介
護
医
療
院
」（
介
護
療
養
病
床

か
ら
転
換
）
な
ど
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。
指
針

を
基
に
市
町
村
は
介
護
保
険
事
業
計
画
、
都
道
府

県
は
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定

す
る
。

■
デ
イ
、
通
所
リ
ハ
な
ど
を
論
議

（
６
月
21
日
）

　
　
第
１
４
１
回
介
護
給
付
費
分
科
会

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て「
福
祉
用
具
」

「
短
期
入
所
生
活
介
護
」「
短
期
入
所
療
養
介
護
」

「
通
所
介
護
」「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
福
祉
用
具
で
は
貸
与
価
格
の

上
限
設
定
の
留
意
点
、
短
期
入
所
で
は
医
療
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
、
通
所
介
護
で
は
通
所
リ
ハ
と
の
機

能
分
化
や
家
族
支
援
（
レ
ス
パ
イ
ト
）、
通
所
リ

ハ
で
は
「
８
時
間
以
上
サ
ー
ビ
ス
」
の
位
置
付
け

や
医
療
リ
ハ
報
酬
と
の
整
合
性
、
計
画
書
デ
ー
タ

の
活
用
な
ど
が
論
点
に
な
っ
た
。
委
員
か
ら
「
福

祉
用
具
の
上
限
設
定
が
高
価
格
に
繋
が
る
恐
れ
も

あ
る
」「
通
所
介
護
は
レ
ス
パ
イ
ト
も
大
事
だ
が
、

本
来
、
自
立
支
援
で
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

（
反
対
意
見
あ
り
）「
個
別
機
能
訓
練
加
算
を
見
直

し
て
報
酬
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
る
べ
き
だ
」「
社

会
参
加
支
援
加
算
の
算
定
が
少
な
い
理
由
は
何

か
」
な
ど
の
意
見
や
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

■
老
老
介
護
の
割
合　

過
去
最
高

（
６
月
27
日
）

厚
労
省
の
平
成
28
年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査

（
熊
本
県
分
除
く
）
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
人

が
65
歳
以
上
の
人
を
介
護
す
る
「
老
老
介
護
」
世

帯
の
割
合
が
介
護
世
帯
全
体
の
54
・
７
％
（
前
年

度
比
＋
３
・
５
㌽
）、
と
も
に
75
歳
以
上
同
士
の
世

帯
が
30
・
２
%
（
＋
１
・
２
㌽
）、
60
歳
以
上
同
士

の
世
帯
は
70
・
３
％
（
＋
１
・
３
㌽
）
で
い
ず
れ

も
過
去
最
高
。
介
護
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
「
あ

る
」
68
・
９
％
、「
な
い
」
26
・
８
％
。
要
介
護

の
原
因
は
「
認
知
症
」（
18
％
）
が
初
の
ト
ッ
プ
。

塩
崎
恭
久
厚
労
相
は
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
28

年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
「
高

齢
者
が
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

な
環
境
の
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
週
休
３
日
制
導
入
の
留
意
点

【
今
月
の
相
談
内
容
】

近
い
う
ち
、
週
休
3
日
制
を
導
入
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
休
み
を
増
や
す
こ
と
を
職
員

確
保
の
一
環
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
業
規
則
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
何
か
注
意

す
る
点
が
あ
り
ま
す
か
?

【
回
答
】

所
定
労
働
時
間
が
8
時
間
の
ま
ま
、
週
32
時

間
と
し
、
給
与
等
そ
の
他
の
既
得
権
の
侵
害
が

な
け
れ
ば
、
問
題
は
な
い
と
思
い
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
定
労
働
時
間
が
8
時
間
か
ら
10

時
間
と
な
り
、
11
時
間
拘
束
の
10
時
間
実
働
の

週
40
時
間
と
す
る
な
ら
ば
、
拘
束
時
間
が
長
く

な
る
分
、
不
利
益
変
更
の
リ
ス
ク
が
で
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
職
員
の
事
情
で
、
一
日
の
8
時

間
の
ま
ま
週
の
所
定
労
働
時
間
を
減
ら
し
た
場

合
、
給
与
の
減
額
を
行
え
ば
、
さ
ら
に
不
利
益

変
更
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

週
休
3
日
制
に
な
る
利
益
と
1
日
の
労
働
時

間
が
長
く
な
る
不
利
益
で
相
殺
と
な
る
も
の
で

は
な
い
—
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
一
般
的
な
考

え
で
す
。
職
員
と
よ
く
話
し
合
い
、
一
人
ひ
と

り
と
同
意
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

昨
今
の
政
府
に
よ
る
働
き
方
改
革
に
よ
り
、

職
務
調
査
等
を
予
定
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
、

生
産
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
の
変
わ
り
目
も
そ
う
で
す
が
、

過
剰
反
応
と
な
り
、
変
化
の
み
を
求
め
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
仕
事
生

活
が
、
1
0
0
%
素
晴
ら
し
い
施
策
へ
と
展

開
し
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

（
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士
栗
田
淳
二
）

6
月
１
日
～
6
月
30
日

30
年
度
報
酬
改
定
を
視
野
に
組
織
力
強
化

【
用
語
解
説
】

レ
ス
パ
イ
ト

「
休
息
」「
息
抜
き
」
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。

要
介
護
者
を
抱
え
る
家
族
を
支
援
す
る
た
め

要
介
護
者
を
預
か
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
「
レ

ス
パ
イ
ト
ケ
ア
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
、

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
争
点
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
通
所
の
事
業
者
、
認

知
症
家
族
の
会
な
ど
は
「
介
護
保
険
を
使
っ

て
家
族
を
肉
体
的
、
精
神
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と
評
価
。
一
方
、

医
師
会
や
経
済
界
な
ど
は
「
介
護
保
険
の
主

目
的
は
要
介
護
者
の
自
立
支
援
で
あ
り
、
家

族
の
休
息
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

は
評
価
を
下
げ
て
よ
い
」
と
減
算
を
容
認
す

る
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

週 3日

第２期ユニットリーダー研修
平成 29 年度 7/19 申込〆切

お申込は Web（suishinkyo.net）で
・静岡会場：8/24( 木 ) ～ 8/26( 土 )
・長崎会場：8/30( 水 ) ～ 9/1( 金 )
・栃木会場：9/6( 水 ) ～ 9/8( 金 )
・東京会場：9/13( 水 ) ～ 9/15( 金 )

実地研修　9 月～ 11 月


